
台 帳 照 会 印受 付 年 月 日 年 月 日 常 務 理 事 事 務 長 担 当 者

伺 年 月 日 年 月 日
※

決 裁 年 月 日 年 月 日
支

支 払 年 月 日 年 月 日 資 格 取 得 年 月 日
給
・ 資 格 喪 失 年 月 日
支 支 給 額 円

標 準 報 酬 月 額 ,０ ０ ０ 円 (第 級 )
払

年 月 日 か ら 支 給 開 始 年 月 日
決 支 給 期 間 日 間

年 月 日 ま で 始 年 月 日
議 前 回

日 額 円 × 2/3（ ） × 日 終 年 月 日
書 支 給 内 訳

日 額 円 × 2/3（ ） × 日 全 部 年 月 日 か ら 日 間
不 支 給 ・ 年 月 日 ま で

備 考 一 部 円

（ 第 回 目 ）傷 病 手 当 金 請 求 書

ジャックス健康保険組合理事長 殿
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下 記 の 通 り 請 求 し ま す 。 住 所
被 保 険 者 の

年 月 日 氏 名 印

被
記 番 ２ .(事 業 所 の 名 称 )

保 １ .被 保 険 者 証 の
号 号 現 在 勤 務 す る 部 店 名

険
３ .発 病 ま た は

者 年 月 日 ４ .傷 病 名
負 傷 の 年 月 日

が

記 ５ .発 病 の 状 態
ま た は 負 傷 の

入 原 因 を 詳 し く

す
６ .上 記 療 養 の た 年 月 日 か ら

る め 職 場 を 休 ん 日 間
ん だ 期 間 年 月 日 ま で

と
７ .上 記 期 間 の 報 酬 （ 賃 金 ） の 全 部 年 月 日 か ら

こ 又 は 一 部 を 受 け た と き ､又 は 受 け ら 日 分 円
れ る と き は そ の 期 間 お よ び 報 酬 額 年 月 日 ま で

ろ
ふ り が な普 通

８ .振 込 先 銀 行 銀 行 支 店 口 座 番 号 口 座 名 義
当 座

（ 被 保 険 者 名 義 ） ※ (注 ) 被 保 険 者 名 義 以 外 の 口 座 指 定 の 際 は 「 」 を ご 提 出 下 さ い 。給 付 金 受 領 委 任 状

備 考
（ 個 人 番 号 を 記 載 し た い 方 は 備 考 欄 に 記 載 で き ま す ）

９ . 労 務 に 服 さ な か っ た 年 月 日 か ら
事 日 間

期 間 年 月 日 ま で
業

イ .全 額 支 給 年 月 日 か ら ( 月 日 支 払 ) 日 額
主 10 . の 分 と し て

上 記 の し た 期 間 年 月 日 ま で 金 円 （ 金 円 ）
が 期 間 中

の 分 と ロ .一 部 支 給 年 月 日 か ら ( 月 日 支 払 ) 日 額
証 し て 支 の 分 と し て

払 う 報 し た 期 間 年 月 日 ま で 金 円 （ 金 円 ）
明 酬 関 係

ハ .全 く 支 給 し 年 月 日 か ら
す の 分 は 一 切 支 給 し な い 。

な い 期 間 年 月 日 ま で
る

と 11 . 上 記 の と お り 相 違 な い こ と を 証 明 し ま す 。
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ろ 事 業 主 印
氏 名
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認 め た 期 間 年 月 日 ま で 診 療 実 日 数

医

師
18 .傷 病 の 主 症 状
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及 び 経 過 概 要

意

見

を 19 . 上 記 の と お り 相 違 あ り ま せ ん 。

書 年 月 日

く
医 療 施 設 の 名 称 ･所 在 地

と
医 師 氏 名 印

こ
電 話 局 （ ） 番

ろ

＊ 被 保 険 者 へ

. 傷 病 手 当 金 は 、 被 保 険 者 が 病 気 や ケ ガ の 仕 事 に つ け ず 、 と き に 、 被 保 険 者 と 家 族1 療 養 中 の た め 給 料 を も ら え な い

の 生 活 を 保 障 す る た め に 支 給 さ れ ま す 。

. と き に 、 ４ 日 目 か ら 支 給 さ れ ま す 。2 続 け て ４ 日 以 上 仕 事 を 休 ん だ ３ 日 間 の 待 機 を お き

. 休 み １ 日 に つ き 相 当 額 が 支 給 さ れ ま す 。3 標 準 報 酬 日 額 の 2/3

. 休 ん だ 期 間 に つ い て 、 給 料 の 一 部 を も ら え る と き で も 、 そ の 日 額 が 傷 病 手 当 金 の 額 よ り 少 な い と き に は 、 差 額 が4
支 給 さ れ ま す 。

. 支 給 さ れ る に 至 る 間 で す 。 こ の 間 に 退 職 さ れ た 場 合 で も 支 給 さ れ ま す 。5 期 間 は 、 支 給 開 始 日 よ り １ 年 ６ ヶ 月

. 業 務 上 あ る い は 通 勤 途 上 の 事 故 や 災 害 に よ る も の は 、 の 対 象 と な り 、 傷 病 手 当 金 は 支 給 さ れ6 労 災 保 険 の 休 業 給 付

ま せ ん 。

障 害 厚 生 年 金 や 手 当 金 、 老 齢 厚 生 年 金 を 受 け る こ と が で き る と き は 、 こ の 手 当 金 を 受 け る こ と が で き7 . 厚 生 年 金 か ら

。 な お 、 こ れ ら の 合 計 金 額 が 傷 病 手 当 金 額 よ り も 少 な い と き は 差 額 が 支 給 さ れ ま す 。ま せ ん

記 入 に 際 し て の ご 注 意

＊ 共 通 事 項

. 文 字 を 訂 正 す る 場 合 は 、 誤 っ た 文 字 を 二 本 線 で 抹 消 し て 、 訂 正 箇 所 に そ の 欄 の 記 入 者 の 印 と 同 じ 印 を 訂 正 印 と1
し て 押 印 し て 下 さ い 。

. そ れ ぞ れ の 期 間 の 日 数 は 、 両 端 入 れ で 計 算 し ま す 。 例 え ば ６ 月 13日 か ら ６ 月 23日 ま で は 11日 間 と な り ま す 。2

＊ 被 保 険 者 へ

5.欄 は 、 ｢い つ (○ 年 ○ 月 ○ 日 ○ 時 頃 )ど こ で 、 な に を 、 ど う し て い る と き に 、 な に が 、 ど う な っ て 、 体 の ど こ1.
を ど う し た 。 ｣と い う よ う に 詳 し く 記 載 し て く だ さ い 。

. 傷 病 が 第 三 者 の 行 為 に よ る も の で あ る と き は 、 5.欄 に そ の 旨 記 載 し 、 ｢第 三 者 行 為 に よ る 傷 病 届 ｣を こ の 請 求 書2
に 添 付 し て く だ さ い 。

. 障 害 厚 生 年 金 や 手 当 金 、 老 齢 厚 生 年 金 を 受 け る こ と が で き る 者 で 差 額 の 支 給 を 請 求 す る と き は 、 備 考 欄 に そ の3
旨 を 記 載 し 支 給 額 を 証 す る 書 類 の 写 し を 添 付 し て く だ さ い 。

＊ 事 業 主 へ

9.～11.欄は､被保険者の資格を喪失後の期間にかかる請求のときは､事業主の記入･証明を必要としません。1.
. 1 0 .欄 は 、 イ .ロ .ハ .の う ち 該 当 す る 記 号 に ○ 印 を つ け た う え 、 右 欄 を 記 入 し て 下 さ い 。2
.「 全 額 支 給 」 ま た は 「 一 部 支 給 」 と は 、 １ 日 当 た り の 賃 金 の 全 額 、 ま た は 一 部 の 意 味 で あ る こ と 。3
. イ .と ロ .と ハ .の 複 数 欄 に わ た る と き は 、 そ れ ぞ れ の 欄 に そ の 状 況 を 記 入 し て 下 さ い 。4

ハ .の 欄 の 場 合 は 、 現 在 ま で 支 給 せ ず 、 ま た 将 来 に お い て も 支 給 し な い こ と を 意 味 し ま す 。

＊ 医 師 へ

. 18 .欄 は な る べ く 詳 し く 記 載 し て 下 さ い 。 特 に 手 術 し た 場 合 は 手 術 の 名 称 と 手 術 年 月 日 を 記 載 し て 下 さ い 。1
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